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発
見
研
究
会
主
催
の
標
記
の
催
し
は
、
終
日

快
晴
に
恵
ま
れ
て
事
故
も
な
く
無
事
に
終
了

し
た
。
参
加
人
員
は

名
。
有
限
会
社
い
や

26

タ
ク
シ
ー
・
東
出
雲
観
光
小
型
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

台
を
貸
し
切
っ
た
。
一
号
車
は
Ｊ
Ｒ
出
雲

2市
駅
発
、
乗
車
ガ
イ
ド
は
会
員
の
遠
藤
律
子

氏
と
貴
谷
麻
衣
氏
。
平
田
文
化
館
、
雲
州
平

田
駅
を
経
由
。
二
号
車
の
乗
車
ガ
イ
ド
は
会
員
の
立
石
保
男
氏
、
Ｊ
Ｒ
松
江
駅
南
口
発
で
、
松
江
し

ん
じ
湖
温
泉
駅
経
由
で
い
ず
れ
も
八
時
に
出
発
し
た
。
筆
者
が
乗
っ
た
の
は
二
号
車
の
方
で
あ
っ
た
、

二
台
の
バ
ス
は
佐
太
神
社
で
合
流
し
た
が
、
一
号
車
乗
車
予
定
の
木
幡
育
夫
事
務
局
長
は
、
風
邪
を

移
さ
ぬ
た
め
と
、
マ
イ
カ
ー
で
追
送
す
る
配
慮
を
さ
れ
た
の
に
は
感
謝
と
共
に
心
が
痛
ん
だ
。

さ
て
、
神
社
巡
り
の
要
所
で
は
、
御
津
神
社
宮
司
・
岸
悟
氏
を
ガ
イ
ド
に
お
願
い
し
て
行
わ
れ
た
。

み

つ

回
っ
た
神
社
名
を
順
番
に
記
し
て
お
く
。

①
佐
香
神
社
、
②
佐
太
神
社
、
③
矢
取
神
社
、
④
御
津
神
社
、
⑤
片
句
八
幡
宮
、
⑥
手
結
津
上

た

い

神
社
、
⑦
恵
曇
神
社
（
河
邊
社
）
、
⑧
古
浦
天
満
宮
、
⑨
恵
曇
神
社
（
鹿
島
支
所
付
近
）
。

え

と
も

昼
食
は
御
津
神
社
参
拝
後
、
御
津
交
流
セ
ン
タ
ー
二
階
を
会
場
に
弁
当
で
摂
っ
た
が
、
窓
か
ら
は

日
本
海
が
望
め
る
場
所
で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
筆
者
の
感
想
を
述
べ
て
お
こ
う
、
回
っ
た
神
社
も
普
段
な
か
な
か
出
か
け
な
か
っ
た
と
こ

ろ
だ
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
珍
し
く
新
鮮
だ
っ
た
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
岸
悟
氏
の
解
説
の
み
ご
と

さ
だ
っ
た
。
氏
の
知
見
は
広
範
に
及
び
、
深
い
上
に
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
う
か
つ
に
も
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
で
教
え
て
も
ら
え
た
点
は
、
ま
ず
神
社
で
の
拝
礼
の
仕
方
の
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
最
初

に
二
拝
礼
し
二
回
拍
手
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
後
の
一
礼
は
単
な
る
儀
礼
で
必
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
出
雲
大
社
だ
け
は
四
拍
手
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
続
い
て
最

も
多
い
神
社
は
稲
荷
社
で
あ
り
、
次
い
で
八
幡
宮
が
あ
り
、
三
番
目
に
天
神
を
祀
っ
た
神
社
に
な
る
。

た
だ
「
天
神
さ
ん
」
と
言
っ
て
も
実
際
に
は
二
つ
に
分
か
れ
、
菅
原
道
真
を
祀
っ
た
も
の
と
、
い
わ
ゆ
り

天
の
神
様
を
祀
っ
た
も
の
と
に
な
る
。
本
県
宍
道
町
菅
原
に
あ
る
天
満
宮
で
は
、
父
・
是
喜
が
大
和
朝

こ
れ
よ
し

廷
か
ら
単
身
赴
任
で
当
地
に
滞
在
し
た
お
り
、
親
し
く
な
っ
た
当
地
の
女
性
と
の
間
に
生
ま
れ
た
が
、

大
和
帰
任
後
、
道
真
誕
生
を
知
り
、
呼
び
寄
せ
て
育
て
た
結
果
、
あ
の
よ
う
に
立
派
に
な
っ
た
。
た

だ
、
誕
生
地
と
称
す
る
と
こ
ろ
は
多
々
あ
り
、
武
蔵
坊
弁
慶
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
真
面
目

な
話
で
あ
る
が
、
話
は
古
事
記
の
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
神
に
移
り
、
亡
き
妻
イ
ザ
ナ
ミ
の
汚
れ
た

姿
を
見
た
イ
ザ
ナ
ギ
が
妻
か
ら
追
わ
れ
、
山
か
ら
逃
げ
て
別
れ
る
と
き
に
「
一
日
に
あ
な
た
の
国
の
人

間
を
一
日
に
千
人
殺
し
ま
す
」
と
宣
言
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
先
が
面
白
か
っ
た
。
岸
氏
い
わ
く
、「
一

番
怖
ろ
し
い
神
は
ご
存
知
で
す
か
。
そ
れ
は
こ
う
い
う
わ
け
で
山
の
神
で
す
。
こ
う
し
て
人
を
殺
す
の

で
す
か
ら
」
…
…
。
参
加
者
一
同
、
一
瞬
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
、
続
い
て
に
や
り
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ツ
ア
ー
は
満
足
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。（
元
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）

恵曇神社参りの一スナップ


